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幾何学的対称性と確率模型
炉 藤 栄 明
1．連続状態の生存競争の方程式と保存量
次のような生存競争の方程式を考える．
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3．W次元球面上の点対称な確率密度
         M＋1 M次元単位球面はΣκξ＝1であらわされる．その上の確率密度P（κ。，κ。，．．．，舳。ユ）を考える．これ
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  （in presS）．
          多次元正規分布の不完全モーメントについて











                   肌二〈Ke榊〉
と定義する．ここにγFγ（Xゴ）は階段関数γ（m）＝0（m＜0），γ（m）＝1（m≧0）である．この定義は二
変数X｛，Xjに関する不完全特性関数ψ｛戸〈K篶e榊〉，更に全変数に関する不完全特性関数ψ、。．．．、＝
＜Kγ。…γ、e榊＞に拡張される．不完全特性関数は不完全モーメントの母関数にあたり，任意ベキの不完
全モー／ソ／はψの微分から求まる㎞一一（ユ島）吻（、島）物（、島）㌦椛1…
 さて，階段関数γのFourier変換を用いれば，不完全特性関数は次のように特性関数のに積分演算
子を作用させた結果として表わされる．
